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イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
進
む
わ
が
国
で

は
、2
0
1
2
年
の
笹
子
ト
ン
ネ
ル
天
井
板

崩
落
事
故
の
よ
う
な
重
大
な
事
故
リ
ス
ク

の
顕
在
化
や
、維
持
修
繕
費
の
増
大
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
き
、熟
練
技
術
者
の
減
少
も
深
刻
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
予
防
保
全

に
よ
る
対
応
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

の
最
小
化
な
ど
高
度
な
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、I
o
T
、

A
I
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
に
代
表
さ
れ
る

最
新
の
技
術
を
活
用
し
た
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
必
須
で
あ

る
。わ
が
国
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技

術
は
、わ
が
国
企
業
へ
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理

の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
み
出

す
と
と
も
に
、諸
外
国
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

の
可
能
性
も
有
し
て
い
る
。

　

内
閣
府
S
I
P
「
イ
ン
フ
ラ
維
持
管

理
・
更
新
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
」（
以
下
、

S
I
P
イ
ン
フ
ラ
）で
は
、2
0
1
4
年
度

か
ら
５
年
計
画
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
実

施
さ
れ
、S
I
P
イ
ン
フ
ラ
で
開
発
さ
れ
た

新
た
な
技
術
で
国
際
展
開
が
図
ら
れ
る
な

ど
成
果
が
あ
っ
た
。
土
木
学
会
で
は
、
技
術

推
進
機
構
の
傘
下
に
あ
っ
た「
S
I
P
イ
ン

フ
ラ
連
携
委
員
会
」
が「
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
新
技
術
適
用
推
進
委
員
会
」に
後
継

さ
れ
、
同
委
員
会
内
に「
国
際
展
開
小
委
員

会
」
を
新
た
に
立
ち
上
げ
、
上
田
記
念
財
団

の
支
援
を
受
け
て「
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
技
術
国
際
展
開
助
成
」を
創
設
し
た
。

　

国
際
展
開
を
図
る
上
で
、
特
に
、
イ
ン

フ
ラ
の
分
野
で
課
題
が
多
い
開
発
途
上
国

へ
日
本
の
技
術
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、

O
D
A
を
一
元
的
に
行
う
機
関
で
あ
る

J
I
C
A
と
の
連
携
が
不
可
欠
と
な
る
。

2
0
1
9
年
3
月
、
土
木
学
会
は
、
道
路
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
海
外
展
開
と
人

材
育
成
を
目
的
に
J
I
C
A
と
連
携
覚
書

を
取
り
交
わ
し
た
。
こ
れ
は
、2
0
1
9
年

3
月
ま
で
活
動
が
続
い
た
内
閣
府
S
I
P

と
J
I
C
A
と
の
連
携
活
動
を
土
木
学
会

が
引
き
継
い
だ
、と
い
う
趣
旨
を
持
っ
て
い

る
。こ
れ
ま
で
に
、
S
I
P
イ
ン
フ
ラ
の
開

発
技
術
を
J
I
C
A
の
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
内
で
適
用
し
た
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
っ
て
い
る
現
地
の
人
材
を
S
I
P
イ
ン

フ
ラ
に
関
与
し
て
い
る
大
学
に
長
期
研
修

生（
留
学
生
）
と
し
て
受
け
入
れ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
な
ど
、道
路
分
野

を
中
心
に
国
際
展
開
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

　

本
特
集
で
は
、イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

技
術
の
国
際
展
開
に
向
け
て
、国
際
研
究
助

成
な
ど
の
土
木
学
会
の
新
た
な
取
り
組
み

特
集

インフラマネジメント技術の
国際展開 
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を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、特
に
、J
I
C
A

と
の
連
携
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
期

待
さ
れ
る
効
果
、
ま
た
、
大
学
と
い
う
教
育

機
関
を
通
じ
た
人
材
育
成
に
つ
い
て
、既
に

実
装
さ
れ
て
い
る
道
路
の
維
持
管
理
を
中

心
に
具
体
的
な
内
容
を
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
、国
際
展
開
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
に

つ
い
て
、
規
格
や
基
準
類
の
国
際
展
開
を

積
極
的
に
実
施
し
て
き
た
横
田
弘
氏（
北

海
道
大
学
教
授
）
に
概
説
い
た
だ
い
た
。
続

い
て
、
急
増
、
急
変
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
国
際

展
開
の
潮
流
や
民
間
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

J
I
C
A
か
ら
広
い
視
点
で
投
稿
を
い
た

だ
い
た
。越
川
和
彦
氏（
J
I
C
A
副
理
事

長
）
か
ら
は
展
望
と
総
括
を
、
ま
た
、
担
当

者
か
ら
は
最
近
の
P
P
P（
官
民
連
携
）事

業
支
援
に
関
し
て
解
説
い
た
だ
い
た
。

　

次
に
各
論
と
し
て
、S
I
P
か
ら
土
木

学
会
に
活
動
が
継
承
さ
れ
た
、「
イ
ン
フ
ラ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
新
技
術
適
用
推
進
委
員
会

国
際
展
開
小
委
員
会
」の
委
員
長
で
あ
る
長

井
宏
平
氏
に
、こ
れ
ま
で
の
活
動
、お
よ
び
、

今
後
の
学
会
を
中
心
と
し
た
活
動
に
つ
い

て
解
説
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
土
木
学
会

に「
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
国
際
展

開
助
成
」
を
創
設
し
た
こ
と
か
ら
、
本
事
業

の
概
要
、
意
義
等
に
つ
い
て
、
国
際
展
開
小

委
員
会
幹
事
長
の
松
本
浩
嗣
氏
か
ら
紹
介

し
て
い
た
だ
い
た
。次
に
、S
I
P
イ
ン
フ

ラ
と
の
連
携
に
よ
り
実
現
し
た
J
I
C
A

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、J
I
C
A
社
会

基
盤
の
金
縄
知
樹
氏
に
道
路
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
図
参
照
）

な
ど
の
制
度
概
要
や
今
後
の
方
向
性
を
述

べ
て
い
た
だ
い
た
。

　

最
近
の
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
活
動
、最
新
技
術
の
開
発
と
国
際
展
開
を

図
る
民
間
企
業
の
活
動
、基
礎
研
究
と
人
材

育
成
を
実
施
す
る
大
学
の
活
動
を
紹
介
し

た
。
ま
た
、
途
上
国
の
道
路
維
持
管
理
技
術

者
で
長
期
研
修
中
の
留
学
生
2
人
か
ら
、自

国
の
状
況
と
日
本
で
学
ん
で
い
る
こ
と
に

つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

本
特
集
の
基
軸
は
、国
際
的
な
人
材
育
成

と
し
、学
と
産
の
国
際
展
開
、J
I
C
A
と

の
連
携
事
業
、
留
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
国
際

展
開
助
成
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、最
新
活

動
の
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
や
国
際
展
開
の

今
後
の
見
通
し
な
ど
を
確
認
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
ま
た
、
道
路
分
野
以

外
の
他
分
野
も
含
め
、ご
自
身
や
ご
自
身
が

所
属
す
る
組
織
が
こ
の
特
集
を
通
じ
て
海

外
に
目
を
向
け
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

道路アセットマネジメントプラットフォームのイメージ図
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